







A Practical Program of Poly-musical Education in Teacher Training: 
Javanese Gamelan, as Third Cultural Experience
Miyako Nagaoka
Abstract
Javanese gamelan, traditional Indonesian ensemble music having hundreds of years of history, 
has its own polyphony based on methods totally different from those employed in western music. 
This paper explains its formation, analyzes the characteristics of the music, and introduces our 
work shop program presented for students to experience a different musical culture through 
playing in a gamelan ensemble. The students were provided with a simpler ensemble of musical 
instruments than is usually used, and their performance was assisted by an invited gamelan 
player.
The key ideas obtained from the work shop are the following 5 points.
1. Don’t omit colotomic instruments which indicate the main structure of the music.
2. Choose a core melody which can be played easily.
3.  Add some instruments which play ornaments to the core melody, so that the beginner can 
experience polyphony.
4. Include rhythmically difficult parts, which create poly-rhythmical effects.
5.  It is essential that gamelan music players listen to what the other musicians play quite 
attentively. Therefore, thought this is unconventional, teachers should place instruments in a 
circular arrangement so that the performers can easily pay attention to one another.
Keywords:  poly-musical education（ポリミュージカル教育）, Javanese gamelan（ジャワ・ガムラン）, 





















































楽器編成の大半を占める青銅打楽器は，銅と錫を 10 対 3 の割合で混ぜ合わせた合金をハンマーで
叩き，鍛金によって成形する。直径 1 メートルを超える大ゴングなどの楽器制作には高度な技術が必
要で，現在では後継者も少なくなっている。一度調律すると音高が固定されるため，スレンドロ音階







































ゴング類の中で唯一，旋律を受け持つのが，前後 2 列に並べられ，2 オクターブの音域をもつ「ボ
















































ガムランの音階10）は，オクターブの中に 5 つの音を配置するスレンドロと 7 つの音を配置するペ
ログの 2 つの系列に分かれる。スレンドロは，オクターブをほぼ均等に 5 等分する音律，ぺログはオ













スレンドロ 1 2 3 5 6
バラン グル ドド リモ ヌム
ペログ 1 2 3 4 5 6 7






































本学科には，スレンドロ系のサロン・バルン 2 台とスレンテム 1 台があり，ワークショップの際に
はいくつかの楽器を持ち込んで簡略なガムラン・セットを編成する。2018 年度のワークショップに
おける配置を図 4 に示す。

















































1） まず，ガムランで最も重要な大ゴングについて。これから習う曲は 8 拍で一つの周期を成すこと，
8 拍目に大ゴングを打つこと，大ゴングの替わりに今回はクモドン20）を用いることを説明する。
ワークショップで使用した楽曲はランチャラン形式なので，本来は 16 拍が一つの周期だが，初心
者にもわかりやすいよう，ここでは定旋律の拍を 1 拍として 8 拍で一つの周期と認識させる。




　　1　 2　 1　 2　 1　 2　 5　 6　→　　（第 1 ゴンガン）
→　2　 1　 2　 1　 2　 1　 6　 5　　　　（第 2 ゴンガン）
0） サロン・パキンはサロン・バルンより 1 オクターブ高く，バルンガンの各音を 2 分割する細か
いリズムを刻みながら演奏する。
　　1 1 2 2 1 1 2 2 1 1 2 2 5 5 6 6　→　（第 1 ゴンガン）
→　2 2 1 1 2 2 1 1 2 2 1 1 6 6 5 5　　　（第 2 ゴンガン）





















　　　 1（2）2（2）1（2）2（2）1（2）2（6）5（6）6 →　（第 1 ゴンガン）
→（1）2（1）1（1）2（1）1（1）2（1）1（5）6（5）5 →　（第 2 ゴンガン）
→（2）1（2）2（2）1（2）2（2）1（2）2（6）5（6）6　　（第 1 ゴンガン）
































































































































01） 川田順造「文化人類学と音楽」『岩波講座： 日本の音楽，アジアの音楽 1』岩波書店，1988．pp. 143-159. 
p. 150. 参照。
















06） コロトミー colotomy 楽器とも呼ばれる。「句読点（コロン）で句切る」という言葉から，オランダの音楽
学者ヤープ・クンスト（1891-1960）が命名した。
07） ガムランの楽曲形式は，使用されるコロトミー楽器とその周期の違いによって，小曲の形式，大曲の形式，
ワヤン（人形劇）の伴奏音楽の 3 つに分けられ，ランチャランは，クタワン Ketawang，ラドラン Lad-
rang と共に小曲の形式に分類される。『民俗芸能公演　ジャワのガムラン音楽への招待』民俗芸能公演プロ
グラム第 22 号，埼玉県立民俗文化センター，1985．pp. 21-25. 参照。





11） この図は，『民俗芸能公演　ジャワのガムラン音楽への招待』（同上）p. 15 に掲載された図表から筆者が部
分的に加筆修正して作成した。
12） ホセ・マセダ『ドローンとメロディ： 東南アジアの音楽思想』（高橋悠治訳），新宿書房，1989．p. 21．
13） 前掲書，p. 21．
14） 前掲書，p. 21．
15） 前掲書，pp. 22-23. 参照。
16） バリ・ガムランの演奏家，研究者の皆川は，身近な打楽器を使って「ガムラン楽器を使わずにガムランする
方法」をいろいろと提案している。皆川厚一『ガムランを楽しもう： 音の宝島バリの音楽』音楽指導ハンド
ブック 20，音楽之友社，1998．pp. 68-75. 参照。
17） 2018 年 6 月 15 日と 22 日に実施。本学科 2 年生 25 名がワークショップに参加した。
18） 楽譜 2 を参照。五線譜の音高は，本学科が所有するサロンとスレンテムの実音の近似値である。
19） 洗濯物干し用のひもを 2 本床に敷いてその上にボナンを置いたこともあるが，床から数ミリ浮かせるだけで
良く響くようになる。
20） 大ゴングの代替楽器。陶器の大きな壺の上に薄い金属板 2 枚がひもで渡してあり，演奏の際は 2 枚の金属板
を素早く連続して叩く。すると 2 つの板の周波数比から生じる「うなり」が壺の空洞に共鳴して大ゴングに
似た低音を発する。
21） このリズムが学生たちには最も難しく感じられたようである。筆者には，正確な 3 等分（3 対 3 対 3）とい
うより，3 対 3 対 2 の不等拍な配分に感じられ，実際そのように打つと定旋律のサイクルと正確にシンクロ
するようである。
22） ボナン・バルンとボナン・パヌルスは，本来それぞれが中音域と高音域の 2 オクターブをカバーする楽器で
あるが，今回は全く同じ音高になるよう，6 個ずつ抜粋して使用している。
23） 楽曲をどれくらい続けるかは，ランチャラン形式のように周期の短い楽曲の場合，クンダン奏者の意思に任
されている。ただし，20 分に 1 回しかゴングが鳴らないような極端に大きな周期の楽曲では，反復の回数
にもおのずと制限が生じる（森岡氏談）。
24） 以上の解釈は，筆者が 2019 年 3 月 14 日に行った同氏へのインタビューから得た。
25） 文部科学省『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説　音楽編』2018．p. 4. 参照。
26） 同上，pp. 10-11. 参照。
 （ながおか　みやこ　　初等教育学科）
